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初期シカゴ学派社会学とブルーマーのシンボリック相互作用論o)

鹿児島大学法文学部　　　桑原　司

～　Abstract

The Chicago School of Symbolic lnteractionism (one trend of the.-Chicago Renaissance'')

represented by the works of HCrbert Blumer, has beeTt Seen tO be major alterTlative to
●

RJnCt).Ona]ism and soda) system theory inAmerican Sociology･ In addition, this approach also has
●

been important in sociology as a critiqL)e Of positivism･ Furthem)ore, according to T･ Shibutani, nit

is too early for a final assessment of Blumer's work･ Thatwill have to wait unti) the twenty-first

century, When future historians will be able to see what remains of current Sodology. It seems

like]y that many of his view wi)) prevail･11 So far, We have done maT]y reYiewlng about BluTT)erJs

Symbolic lnteractiorLism. The results which cou)d be gotten aS the result are summarized in the

following paper 〔Tsukasa Kuwabara, 2001,'JhtrodtJCtion to a soci01ogica) ･perspective of Symbolic

hteractionism( 3) (The Summary of a doctoral　dissertation, Tohoku University) :I

KBZAIGAKU-RONSHU-　OF KAGOSmMA UNIVERSIm (ISSN=6389-0104) :No.54, The-1一■■■■■■■■■■■■■一■一■■■■--

Economic Society of Kagoshima UniversJ'ty, pp.69-86]. ln this article, we are try･'ng tO Clarify the

aspects which compose the reason why Blumds Symbolic lnteracdonism is general】y cate島orized

as one trend of the LIChicago RenaissaTICe■一･　　　　　　'

ハーバート･ジョージ･ブルーマー由Iumer, Herbert Gcoige)｡ 1 9 0 0年にミズーリ州

セントルイスに生まれる｡ 1 9 22年に､ミズーリ大学にて､心理学的社会学の大家チャ
ールズ･エルウッド(EIwood, Charles)の持導のもと､修士号を取得し､その後､ 1 9 2 8

年に､シカゴ大学において､エルスワース･フェアリス(Paris, Ellsworth)の指導のもと､

博士論文打社会心耳学の方法』 (Method in Soch_)_ PsydlO]ogy)を執筆し､博士号(社会学)

を取得する｡それ以来､ 1 98 7年に没するまで､シカゴ大学教授､かJフォルニア大学

教授､アメリカ社会学会会長などを歴任し､社会学(及び社会心理学)において数多くの

業績を残している1)｡彼の社会学に対する貢献は多岐にわたるが､彼を社会学界･におい

て一躍その中心人物たらしめた功綾として､ ｢シンボリック相互作用論｣ (symbolic

lnteractionism)の定式化が挙げられる｡ ｢シカゴ学派社会学｣ (chicago School of Sociolosy)

との関連で言えば､ブルーマーのシンボリック相互作用論は､ rシカゴ学派第3-4世代｣

2)､ ｢シカゴ･ルネサンスj 3)､ ｢シカゴ学派の知的遺産の再発見｣ 4)､ ｢第2次シカゴ学

派｣ 5)などのラベルのもとにカテゴライズされている｡いずれのラベルも､ブルー7｣の

シンボリック相互作用論が､そのパースペクティブの構成に際して､ (初期)シカゴ学派

社会学の知見を多分に継承していることを示唆している.では､ブルーマーのシンポリシ

ク相互作用諭は如何なる意味で…初期シカゴ学派社会学-'を継承しているのであろうか｡

｢社会過程｣ (social process)の重祖

初期シカゴ学派社会学が有する社会認織の知的源泉を探ろうとするとき､誰しもまず第
-に､ A･W･スモールによって紹介され､その後､ R･ E ･パークに~よって積極的に導

入された､ G ･ジンメルの社会学にたどり着く｡個人や社会を絶対的な統一体として認識

するのではなく､それらを､諸要素間の絶え間ない相互作用の過程として見るジンメルの

考え方が､初期シカゴ学派社会学ではr社会過程｣ I(social process)の重視として継承さ

れていった｡ ``社会過程の重視"というこの視点は,ブルーマーのシンボリック相互作用

静にも6)､またその同世代であるE ･ C ･ヒューズのシンボリック相互作用諭にも忠実
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に踏まえられその後双方の弟子筋にあたるH ･ S ･ベッカーにも継承されている7)｡

ブルーマーにおいて､人間の社会とは､まず何よりもrシンボリックな相互作用として

の社会｣ 8)として概念化されるものであった｡

人間は自らを取り巻く社会的･物的環境にr適応J (adjust, Bt)するに先だって｢状況の

定義｣ (defining one･S situation; d血ition of dlB Situation)を行う9)｡ W ･トト-マスと同

様､この点はブルーマーにおいても踏まえられている10)｡人間の概況の定義｣によっ

てある一定のr意味J (meaning)が付与された社会的･物的環境はr世界｣ (world)と呼ば

れ､その構成要素は､大別して｢物的対象｣ (physicalobject) r社会的対象｣ (socialobject)

r抽象的対象｣ (abstract object)の三つに別けられるが11)､その中の-つr社会的対象J

に｢他者｣という存在が含まれる｡人間の適応清動がそうした他者に対して向けられると

き､それは"相互適応'-という形を取ることになる｡ブルーマーの描く｢シンボリックな

相互作用｣と臥この"相互適応川の過程のことと捉えてまず間違いない｡

人間が営むシンボリックな相互作用のうち､そこにおいて｢有意味シンボルj (signiRcant

symbol)が用いられているものを指して･ブルーマーはrジョイントアクション｣ (joint

action)と呼んでいる12)｡ ｢有意味シンボルJ､ rジョイントアクション｣という概念は

ともに､ G･H ･ミードより得た着想であることをブルーマーは認めている13)｡ジョイ

ントアクションとは､別称rトランスアクション｣ (transaction)とも呼ばれ,それを指

してブルーマーは､ ｢人間の相互作用の本束的形軌と呼んでいるが14)･ブルーマーが

｢シンボリックな相互作用としての社会｣というとき､そこで言う｢シンボリックな相互

作用｣とはこのトランスアクションのことを意味している｡

ブルーマーはこのトランスアクションを､行為者たちによる｢状況の定義｣及び｢再定

義｣ (redefinition)を通じて､構成･再構成されるものと捉えている15)｡そこにおいて｢状

況の定義｣は[他者の考慮｣ (taking another person into account)及びr考慮の考慮｣ (taking

into account of taking into account)16)という形を取ることになる｡すなわち･自分と相互

作用を行っている他者たちは"いかなる観点を有した存在なのが､またそうした他者た

ちから見て自分は･･いかなる観点を有した存在と捉えられているのか日､そうした事柄を､

行為者たちのおのおのが｢定義｣ ｢再定義｣という営みによって･ ｢群集｣ (carveout)17)･

再構築する中で､トランスアクションは絶えずその形旗を変容させて行く18)｡

r自己｣ (selbへの着目

上記の｢状況の定義｣は､一人間が持つr自己相互作用｣ (self-interaction)を行う能力によ

ってのみ可能となる｡自己相互作用とは､人間が行うr自分自身との相互作用｣ (interaction

with ｡nese)i)の過程を意味する概念で19)､ミ-ドのr『主我』と『客我』との相互作胤

(interplay between the nIH and ‖Me･･)をヒントにブルーマーが定式化したものである20)｡

この過程をブルーマー臥｢文字通り､個人が自分自身と相互作用を行っている過程｣ 21)

であるとか､ r個人が自分自身に対して話しかけ､そしてそれに対して反応する､という

コミュニケーションの一形態｣ 22)であると表現している｡
･伯己｣ (self)とは､人間がそうした自己相互作用を行うための手段となるものである｡

換言するならば､人間は自己を有することによってのみ･自己相互作用を行うことができ

るようになる23)｡かつて､ C ･H.･クーリーやミードが･デカルト的物心二元論に異議

を唱え､こうした自己の社会性を強調したことはよく知られている24)｡周知のよう･にク
ーリーは､ r鏡に映った自我｣ (lookl･ng-glass-self)という概念のもとに･自己が他者を鏡と

しつつ作られることを明らかにし､ミードはrプレイ｣ (play)段階と｢ゲームj (game)段

階という概念のもとに､自己が他者たちのr役割取得｣ (role暮aking)を通じて作られるこ

とを明らかにした｡この二人の強調する｢自己の社会性｣という視点はブルーマーにおい

ー3-



ても強調されている｡社会的相互作用(socialinteraction)は､一方でトランスアクションを

生み出し､他方で人間の自己を形成する｡人間の自己は､社会的相互作用において､他者

たちが､その人との関わりにおいて､その人間に働きかける､その働きかけ方から生じる｡

これが､ ｢シンボリック相互作用論の3つの基本的前提｣のうちその第2の前提｢事柄の

意味は､その人間が､自分が出くわした事柄に対処する際に用いる解釈の過程

(interpretative process) ･ 〔-自己相互作用〕を通じて･操作されたり修正されたりするjか

らブルーマーが導き出した自己形成論であった25)｡

｢自然的探求J (naturalistic imyestigation)

プラグマティズム哲学においては､科学とは｢人間の知識がそうあるべき雛形と捉えら

れ､同時に､人間の知識を発展するものとして､その括巣として･人間同士の相互適応お

よび人間の環境に対する適応を漸進的に促進するものと｣捉えられていた26)｡こうした

科学観は初期シカゴ学派社会学に強い影響を与え､その影響はブルーマーの科学観にも色

濃く現れている｡この点についてハマーズレイは次のように述べている｡ ｢シカゴ学派社

会学､さらに､ハーバート･ブルーマーの方法論的な諸見解に対して､最も重要な影響を

与えた哲学思想はプラグマティズムであった｡ブルーマーやそのほかのシカゴ学徒が､人

間の社会生活の特性に関する自らの諸見解の多くや,同時に方法論的な見解のいくつかを

引き出したの臥まさにこのプラグマティズムからであったJ i7)｡

科学というものを…行為者たちが日常的に行っていることを洗練させたもの… 28)と捉

え､その効用を人間による種々の環境に対する適応の促準に求める､というブルーマーの

科学観は､彼の論文r概念なき科学J 29)に最も顕著に現れている｡

人間は眼前の環境に対して適応する際にr知覚J (perceiving)を行う｡この知覚という

営みは､ある一定の概念に基づいて行われるが､既存の概念が適応の道具としてうまく活

用され得ないとき､それを再構成する行程が介在する｡ブルーマーの言う｢認識｣

(Conceiving)の過程がそれに他ならない｡この過程を通じて･既存の概念は再構成され

再構成された概念は新たな知覚を導く｡この｢知覚｣ ･ ｢認識｣という営みは絶えること

なく続く｡その意味で人間が持つ概念とは常に仮説としての性格を持ち続ける｡人間が用

いる概念にはr常識的概念｣くcommoかSenSe COnCePt)とr科学的概創(scient捕c concept)

の二つがあり､後者の概念が用いられる｢科学｣ (science)という営みにおいては,科学者

は既存の概念の再構成という営みを､より洗練された形で､より積極的に行わなければな

らない｡ブルーマーがその主著rシンボリック相互作用凱(1969年)の第1章rシ

ンボリック相互作用諭の方法論的な立軌で掲げるr自然的探求｣ Glatura]istic investigation)

ないしは｢探査と精査｣ (叩loration and inspection)とは､そうした…再構成'■活動に与え

られた別称に他ならない30)｡ブルーマーは自然的探求という営みを指してr研究の指針

となる概念と経験的観察との"絶え間ない相互作用"｣ 31)と表現しているが､この｢絶え

間ない相互作用｣において科学者(社会学者)が概念を用いる"その用い方…としてブル
ーマーが提示するのが､周知の｢感受概念｣ (sensiliZing concept)法である32)｡すなわち､

｢〔内容規定の厳密な〕概念がもつ抽象的な枠組みの中に事例を埋め込むのではなく､ 〔内

容規定の大まかな〕概念から出発して､事例の持つ個々の独自な態様へと至らなければな

らない｣ 33)とする川用い方…を,ブルーマーは提唱している｡

初期シカゴ学派が捉えたシカゴ的世界とは･西欧･北欧･東欧･南欧などからの大量の

移民の流入に起因する鳩通に見られるような習慣はほとんどない｣世界､ ｢コスモポリ

タンな住民を何らかの共通の目的に結合させるような共通の見方も存在しない｣世界･ ｢そ

こに住むたいていの人々が非常に多様な階級と種類からなる｣世界であった34)｡眼前の

現実をこうした多様性に満ちた領域と捉え､そうした領域にトーマスや/トクはr社会解
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体｣ (social disorganizadon)や洞化｣ (assimilation)といった概念で迫っていうた35) ｡そ

ぅしたトーマスやバークの持つ現実感党や研究姿勢に賛同するブルーマーもまた∴｢現実

の現れ方は事例ごとにさまざまであるから､われわれが固定化された客観的な特質や表現

方法にではなく､大まかな指針に漁らなくてはならないことは明らかであるj 36)とする

考えのもと､唱義的概念｣ (definidve00ncept)の使用を退け･ r感受概念Jの使用を支持

する績論にたどり着いたことはむしろ当然のことといえるであろう｡

｢行為者の観点J (standpoint of the actor)からのアプローチー-初期シカゴ学派のエー

トスの継桑一一

プル｢マ-のシンボリック相互作用論に別ゝて･社会とは､人々が状況の定義と再定義

(他者の考慮､考慮の考慮).i"う営みによって､日々･構成･再構成しているトランス

ァクシヨンが折り重なったものと捉えられている｡これが先に見たブルーマーの社会観で

ぁった｡こうした/トスぺクテイブを携え･前項に描写した自然的探求を実践しようとす

るならば､研究者は必然的にr行為者の観点｣から社会にアプローチすることを求められ

る｡こうブルーマーは考えている｡　　　　　　　　　　　　　`

行為者の観点からのアプローチということで意味されているの臥研究者が研究対象と

なる行為者の役割を取得するという営みである｡その点についてブルーマーは次のように

述べている｡ ｢シンボリック相互作用諭の立場から研究者に要求されるの臥人々がそれ

を通じて自らの行為を構成する解釈の過程〔-自己相互作用)を把握するということであ

る｡- -この過程を把握するために臥研究者は､自らが研究している- ･ ･活動

単位の役割を取得しなければならない｡ - -こうした事実を認識していたが故に､ 良
･ E ･パークやW･ 'I ･トーマスといった学者の調査研究臥あれ臨ど優れたものとなっ

たのであるJ 37)｡

ここで上記の言明が意味する由究手法とは､具体的には`一琴与観察法"に他ならない｡

すなわち､上記の言明は､社会学者自らトランスアクションの中に分け入り･ ｢他者の考

慮｣ ｢考慮の考慮｣を行え､という方法論的要請に他ならない｡ブルーマーがトマスと

F ･W･ズナニエツキのは一口ツバとアメリカにおけるボ-ランド農別から示唆を受

け､その有効性を制限付きとはいえ高く評価した｢ヒューマン･ドキュメント｣ (human

documents)の活用もその要諦を実行する手段の一つである38) ｡

眼前の社会的相互作用に研究者自ら分け入り･人々が帥･社会(トランスアクション)

を作って行(､その営みを実体験せよ､というブルーマーの上記の要請は紛れもなく･初

期シカゴ学派社会学のエートスである･ r市井に飛び込む社会学｣ (doing socio)ogy)39)を忠

実に継承した鋳晃だといっても過言で持あるまい｡

なお本論臥2 0 0 3年7月公刊予定の次の文献に所収予定の原稿である｡中野正大

宝月　誠締､ Fシカゴ学派の社会学』 (仮題).世界思想社｡なお付言するならば､本論

は､あくまで､ブルーマーのシンボリック相互作用論を-(初期)シカゴ学派との関連にお

いて論じたものであり(すなわち･ブルーマーのシンボリック相互作用論のシカゴ学派的

側面の抽出が主たる目的であり)､ブルーマーのシンボリック相互作用論の理論化を精練

に検討しようとしたものではない｡彼の理酬ヒの精練な検討については文献リスト掲載

の桑原の一連の諭稿を参照されたい｡

1) Blumer,1977=1992,p･153;後藤･ 1 99 1年･ 27 5-276頁･参臥

2)中野､ 2001年､ 3､ 5貢･参照｡

3)吉原､ 1994年､ 53頁｡
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4) Paris,1967=1990年､ 16頁･ 17貢･

5) FiTle, 1995.

6)桑原､ 2000年｡

7) #JlL 1989*.
8) Blumer,1969,pp･78-89-1 99 1年､ 10 1-1 1 5頁･

9) Btumer, 1977=1992, p.154

10) Blumer, 1969, pp.117-126-1991年､ 152-164貢;船津､ 1999年･ 18
●

0, 204貢､参照｡　'

ll) Blumer,1969,pp.10-ll-1 9 9 1年･ 1 3頁.

12) Blumer, 1969,pp.9-10-1 9 9 1年･ 1 1 - 1 2頁;Blumer,1993,p･163,p･179･

13) Blumer,1969,p.8,p.70-1 991年･ 10､ 90頁･

14) Blumer,1969,p.110-1 9 9 1年､ 142貢･

15) Blumer,1969,p.110-1 991年･ 142-143頁･

16)桑原･写000年･ 50頁｡ちなみに･このr考慮の考慮｣という知見は･既にバ
ークの次の論文においても示唆されている｡ Park,R.E., 1927, Human Nature and Collective

Behavior, AmeTica71 Journal of Sociolo

知見は､･現代社会学において､

‥32, pp.733-741.なお､この｢考慮の考慮｣という

プル-マ～のみならず､その他の理論化においても重要視

されている｡ LuhmannJT_,1984, 59垂!?Systeme, Suhrka叩=1 9 9 3年･佐藤　勉監訳､ 『社

会システム理論(上巻)』､恒星社厚生閣; 199 5年､佐藤　勉監訳､ 『社会システム理

節(下巻)ム恒星社厚生閣; Maucorps, P.Hりand Rene Bassoul, 1962,
Jeux de mirroirs et
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